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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号    Ａ５ デジタルコンテンツ 
 
 ２．研究 課 題名  ICT 時代の言語教育環境と教材開発の高度化 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年９月１日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

長野 督 北海道大学・メディア・コミュニケーショ

ン研究院 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

田邉 鉄 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

平林 義治 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

大木 充 京都大学・人間・環境学研究科 教授  

 
 ６．共同研究の成果 

本研究は外国語学習者の学習動機の維持を目的として（１）学習者が自らの位置を見極め（→ポー

トフォリオ）（２）学習者にとってのコスト（金銭および労力）を節約するためのデジタル化とコ

ミュニティーの可能性（→デジタルポートフォリオおよび情報共有システム）を探る，継続的に研

究を行っている． 

 2001 年の発表された CEFR『ヨーロッパ共通言語参照枠』と共に用いられる言語ポートフォリオは，

特に学習者が主体となり，自らの学習をコントロールするという意味で重要なツールであるが，こ

の言語ポートフォリオを学習動機の維持を目的とした形に変えること，デジタル化してその一部分

を他の学習者と共有できるような形にすることにより，さらに学習動機を高めることができないか，

学習者の動機づけを中心に考察している． 

 研究を進めるに当たって，まず公開シンポジウム「欧州評議会から外国語教室に至るまで」を行

い，必要な知見や理論，過去の実践等を整理した．CEFRはヨーロッパではすでに導入後１０年を過

ぎ，CEFR に沿った教科書作りを始め徐々に改革が進んでいる．まず，西山教行氏（京都大学）から

CEFR の現場での実施の観点から，欧州規模で大々的に導入された小中学校向けの「レベルテスト」

の理論背景，実施状況などについて報告があった．CEFR を作成した研究者たちからは常に CEFR
を単に言語のレベルをはかるツールとして用いることへの警鐘が鳴らされ続けているが，それとう

らはらに国家のレベルでこのような「レベルテスト」が行われているのには驚きを禁じ得ない． 
（研究成果のつづき） 
CEFR が推進する複言語主義（個人において必要に応じて獲得（する）される複数の言語）からす

ると，そのような能力が一斉テストなどで計れるわけはないからだ．次に大木充氏（京都大学）か

ら CEFR を参考に教材やレベルテストなどを検討中の日本語教育との関連について紹介がなされた．

J.-F.グラズィアニ氏（京都大学）からは，「フランスの中等・高等教育の情報化」として，多岐にわ

たる IT の教育現場への急速な導入が報告された．元々フランスはほとんど全ての大学が「大学入試

資格試験バカロレア」を持っていれば誰でも入れる国立大学で，大学をまたいだ卒業に必要な単位 
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（研究成果のつづき） 
の取得も認められていたが，インターネットを使ったネット大学が複数開講されている現状が紹介

され，ここ２０年ほど積極的に推進されてきた全 EU レベルでの人的交流を視野に置いた単位互換

による学生交流がこれからますます活発化することが予想された．  

 また今回は，ポートフォリオのデジタル化の開発・研究の手がかりとして，「気づき awareness」

＝新しい言語と出会ったときの「目覚め」「気づき」の問題の専門家であり，「気づき」のサイト

化を進めているミシェル・カンドリエ教授（メーヌ大学）を招いて，複言語主義と「気づき」の理

論面での強化を図ると同時に「気づき」の実践についての示唆を得た．ヨーロッパが考える複言語

主義は個人レベルの資産としての複言語主義であり，自分の中に持っている学習資産（とりわけ言

語資産であるが，言語だけとは限らない．学習そのもののやり方，また状況に対応して生き抜く能

力のようなもの）を有効活用することが重要である．にもかかわらず，CEFRの中にはその観点から

は必須であると思われる「気づき」についての記述がない．CARAP(複言語・複文化的アプローチの

ための参照枠）プロジェクトはそれを補うために発足し，2011年に一応の成果を上げたあと下記の

サイトを立ち上げて，現在，教師および学習者が利用できる教材などを集める作業に入っている．

一部しか見られなかったが，「気づき」に関する内容を網羅したものになる予定であるということ

である．  

http://carap.ecml.at/CARAP/tabid/2332/language/en-GB/Default.aspx 

 これらの議論では，一般的な意味での「学習とは」「学ぶことを学ぶこと」「既得能力の生かし方」

について深く考えさせられた．シンポジウム後，これらの議論を通して得た、自律学習を目指した

ICT 活用と動機付けの関係についての知見は、各参加者の教育実践に組み込んで検証を進めている。 

 京都大学と共同で行っているアンケート等は今のところ量的研究が主であるところから，今後引

き続き，質的研究のモデルを援用しながら，有効な効果測定の方法を検討する予定である。 
 なお，共同研究による成果の一部は 2011 年 11 月，タイのバンコク大学における世界フランス語

教授連合東アジア大会で発表予定であったが，洪水の影響で急遽ベトナムに変更され参加できなか

ったため，11 月，日本フランス語教育学会秋季大会にて『フランス語の学習の動機づけに影響を与

える社会的文脈の比較研究』というタイトルで発表を行った． 
 

 


